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肝
硬
変
か
ら
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
原
因
と
な
る
「
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
」
の
感
染
や
度
を
過
ぎ
た
飲
酒
の
ほ
か
、
最
近
で
は
脂
肪
肝
の
進

行
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。定
期
的
な
検
査
や
診
察
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
お
い
て
病
気

に
よ
る
死
亡
原
因
の
第
一
位

は
、悪
性
新
生
物
「
癌
（
が
ん
）」

で
す
。
割
合
と
し
て
は
、
２
人

に
１
人
が
が
ん
に
罹
患
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
査
で
早
期
発
見
、
完
治
も

　
「
不
治
の
病
」
と

言
わ
れ
て
き
た
非

常
に
怖
い
が
ん
で

す
が
、
早
期
の
発

見
で
完
治
も
可
能

な
病
気
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
に
は

『
が
ん
検
診
』
の
受

診
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
多
種
存
在

す
る
検
診
や
検
査
の
中
で
、「
初

期
が
ん
の
発
見
に
極
め
て
効
果

が
高
い
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
一
つ
に
『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
健

診
』
が
あ
り
ま
す
。

特
殊
な
検
査
と
画
像
で
診
断

　

こ
れ
は
主
に
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ

Ｔ
装
置
」
を
使
用
し
て
、
が
ん

細
胞
の
性
質
を
利
用
し
た
検
査

薬
を
体
内
注
射
し
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画

像
」
と
「
Ｃ
Ｔ
画
像
」
を
融
合

し
て
が
ん
を
診
断
し
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
」
で
は
、
頭

頸
部
が
ん
・
食
道
が
ん
・
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
膵
臓
が
ん
・

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
悪
性
リ

ン
パ
腫
・
悪
性
黒
色
腫
・
原
発

不
明
が
ん
・
転
移
性
の
肝
が
ん

な
ど
の
発
見
（
早
期
を
含
め
）

に
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
05
年
８
月
に
『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
健
診
』を
開
始
し
て
以
来
、

年
間
受
診
件
数
は
約
１
０
０
０

件
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受

診
数
は
、
著
名
人
の
が
ん
罹
患

や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
宣
伝
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に

よ
り
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
健
診
』
の

利
点
は
言
う
ま
で
も
な
く
【
が

掲
げ
て
い
ま
す
。『
次
回
は
こ

こ
で
検
診
を
受
け
よ
う
』
と
の

お
声
を
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
」。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
開
設
25
周

年
を
迎
え
、『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ

健
診
』
が
会
員
価
格
（「
ふ
れ

あ
い
健
康
友
の
会
」
会
員
・
自

由
診
療
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
詳
し
い
内
容
は
電

話
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ

ク
☎
０
４
６
７
―
８
６
―

６
５
７
０

ん
の
早
期
発
見
】
で
す
。
早
期

発
見
に
よ
っ
て
【
が
ん
の
根
治

性
】は
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
Ｃ
Ｔ
・
超
音
波
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
諸
検
査
と
併
用
す
る
こ

と
で
、
早
期
発
見
に
対
し
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
『
よ
り

親
切
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
よ
り

迅
速
に
』
を
接
遇
モ
ッ
ト
ー
に

　

将
棋
界
で
は
今
、
藤
井
聡
太

４
段
が
史
上
最
年
少
に
し
て
プ

ロ
棋
士
と
な
り
、
名
立
た
る
先

輩
棋
士
に
勝
ち
続
け
る
快
進
撃

は
見
事
で
す
。
こ
の
若
き
姿

に
、
か
つ
て
ア
イ
ド
ル
棋
士

と
し
て
活
躍
し
た
林
葉
直
子

さ
ん
を
思
い
出
す
方
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

14
歳
で
女
流
王
将
を
獲
得
し

王
将
戦
を
10
連
覇
し
た
後
、

女
優
と
し
て
も
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
今
、

重
度
の
『
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

硬
変
』
を
患
い
闘
病
中
で
あ
る

こ
と
を
ブ
ロ
グ
で
公
表
し
、「
末

期
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
明

か
し
て
い
ま
す
。

肝
硬
変
の
原
因
と
予
防
法

　
『
肝
硬
変
』
と
は
読
ん
で
字

の
通
り
、
肝
臓
が
硬
く
変
化
す

る
病
態
で
、
肝
臓
の
線
維
化
が

進
行
し
た
結
果
で
す
。『
肝
硬

変
』
か
ら
は
高
い
割
合
で
『
肝

臓
が
ん
』
に
進
行
す
る
た
め
、

前
段
階
で
あ
る
肝
炎
の
予
防
・

治
療
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
肝

硬
変
の
原
因
は
、『
Ｂ
型
／
Ｃ

型
』
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
や

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
も
の
等
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
脂
肪

肝
が
進
ん
だ
状
態
の
『
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
』
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
節
酒
を
心

が
け
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。
検
診
で
の
定
期

的
な
肝
機
能
チ
ェ
ッ
ク
も
大
切

で
す
。『
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
』
に

感
染
し
て
い
な
が
ら
、
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
に
放
置
し
て
い

る
方
は
多
く
い
ま
す
。
こ
れ
は

年
月
と
と
も
に
『
肝
硬
変
』
に

な
り
、
や
が
て
『
肝
臓
が
ん
』

に
移
行
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
肝
臓
専
門
医
へ
受
診
す
る

こ
と
も
予
防
の
一
歩
で
す
。

　

肝
臓
の
線
維
化
が
進
行
し
、
血
流
の
改
変
に
よ
り
肝
細
胞
が
結
節
状
に
再
生

肥
大
す
る「
肝
硬
変
」。
原
因
の
除
去
と
適
切
な
薬
物
介
入
に
よ
り〝
不
治
の
病
〟

で
は
な
い
現
状
を
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
市
田
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　
「『
肝
硬
変
』
は
肝
臓
の
線
維

化
が
進
行
し
、
小
葉
が
線
維
で

分
断
さ
れ
血
流
が
改
変
し
、
残

さ
れ
た
肝
細
胞
が
結
節
状
に
再

生
肥
大
す
る
病
態
を
示
し
ま

す
。
平
均
１
２
０
０
gr
程
度
の

体
積
を
要
す
る
肝
臓
が
肝
硬
変

に
な
る
と
、
８
０
０
gr
ぐ
ら
い

ま
で
小
さ
く
な
り
ま
す
。『
Ｂ

型
肝
炎
』
や
『
Ｃ
型
肝
炎
』
に

よ
る
肝
硬
変
は
、
こ
の
よ
う
に

肝
臓
が
硬
く
小
さ
く
な
り
ま
す

が
、『
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
』

や
『
原
発
性
胆
汁
性
胆
管
炎
』

の
場
合
に
は
、
線
維
を
形
成
し

て
ど
ん
ど
ん
肝
臓
は
大
き
く
な

り
、
１
５
０
０
gr
か
ら
と
き
に

２
０
０
０
gr
と
『
肥
大
性
肝
硬

変
』
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
肝
細
胞
が
激
減
し
て

門
脈
を
主
体
と
す
る
血
流
が
十

分
に
肝
臓
の
中
に
入
っ
て
い
か

な
い
の
で
、『
門
脈
圧
亢
進
症
』

と『
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
』、『
高

ア
ン
モ
ニ
ア
血
症
』
を
引
き
起

こ
し
、『
肝
性
脳
症
』『
腹
水
』『
食

道
静
脈
瘤
の
破
裂
』
等
の
臨
床

症
状
を
来
し
ま
す
。

　

さ
て
肝
硬
変
に
は
色
々
な
原

因
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も

非
可
逆
的
な
疾
患
で
は
な
い
こ

と
が
判
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

原
因
を
除
去
す
る
と
ア
ル
ブ

ミ
ン
値
が
上
昇
し
、
炎
症
が
消

褪
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
値
が
正
常

化
し
肝
硬
変
の
病
態
が
劇
的
に

改
善
し
ま
す
。
そ
し
て
ゆ
っ
く

り
線
維
が
吸
収
さ
れ
て
肝
臓
の

硬
さ
も
大
き
さ
も
正
常
肝
に
戻

ろ
う
と
し
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

そ
れ
で
も
、
で
き
あ
が
っ
た

線
維
化
が
消
褪
せ
ず
肝
硬
変
の

形
状
の
ま
ま
門
脈
圧
亢
進
症
が

徐
々
に
進
行
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
可
逆
的
な
と
こ
ろ

と
非
可
逆
的
な
分
水
嶺
が
ま
だ

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
に
は
腹
水
・
肝

性
脳
症
・
食
道
静
脈
瘤
・
門
脈

圧
亢
進
性
胃
腸
症
な
ど
を
来
た

し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
応
で

き
る
薬
物
管
理
が
最
近
可
能
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

肝
線
維
化
の『
な
れ
の
果
て
』

が
肝
硬
変
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
原
因
の
除

去
と
適
切
な
肝
硬
変
の
病
態
を

改
善
す
る
薬
物
介
入
で
〝
不
治

の
病
〟
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
栄
養
療
法
（
Ｂ

Ｃ
Ａ
Ａ;

分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸

と
１
日
４
～
６
回
に
分
割
す

る
食
事
と
夜
食
Ｌ
Ｅ
Ｓ;late 

evening snack

の
推
奨
）
と

運
動
療
法
（
筋
肉
は
第
二
の
肝

臓
）
で
そ
の
病
態
は
か
な
り
改

善
す
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て

お
り
ま
す
」。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院
☎

０
４
６
７
―
８
３
―
９
１
１
１

肝
硬
変
に
な
る
前
に  

  

　
検
診
と
専
門
医
へ
受
診
が
大
事

　
　
　

         

無
症
状
の
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
要
注
意

市田　隆文　院長
( いちだ　たかふみ )

湘南東部総合病院
【消化器科（肝臓病外来）】

専
門
医
で
あ
る
院
長
に
聞
く

 

　「
肝
硬
変
は
〝
治
る
病
気
”
で
す
」

　

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院
　
市
田 

隆
文 

院
長

「
よ
り
親
切
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
よ
り
迅
速
に
」
が
モ
ッ
ト
ー

年
１
千
件
以
上
の「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
健
診
」

取
材
協
力
／
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク 

新
井
田 

修 

院
長

新井田　修　院長
( あらいだ　おさむ )

湘南健康管理クリニック

数
あ
る
検
査
・
検
診
の
中
で
も

癌
に
は「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
」

　

医学講座 ６月29日（木）13：00 ～ 14：00

湘南東部総合病院 　リハビリテーション科  田中 博 医師　 

しっかり歩いて自立して暮らしたい！！～ロコモティブシンドロームにならない為に～

　カラダは骨・関節・筋肉などが
連携して動いています。これらが衰
え、生活自立度が低下した状態が「ロ
コモティブシンドローム（ロコモ）」
です。進行すると要介護や寝たきり
になる可能性もあるロコモの予防・
対処方法を分かり易く解説します。

会場：湘南東部総合病院 東館 1 階 講堂
茅ヶ崎市西久保 500　お問合せ ☎ 0467-89-3633（地域連携室）

 ◇次回の予告
７月下旬に開催（予定）

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
」
は
全
身
検
査
が
可
能

　

が
ん
を
早
期
発
見
し
、
根
治
に

つ
な
げ
る
検
診
は
大
切
で
す
。
湘

南
・
西
湘
地
区
で
初
め
て
『
Ｐ
Ｅ

Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
健
診
』
を
２
０
０
５
年

に
開
始
し
、
今
年
で
12
年
目
と
な

る
実
績
を
も
つ
「
湘
南
健
康
管
理

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
新
井
田
院
長
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

実際のＰＥＴ画像　がん（丸で印）を発見した一例
　　　＝湘南健康管理クリニック提供

肝機能と肝臓がんの進行イメージ

正常肝 慢性肝炎 肝硬変 肝臓がん

肝機能

発がん

肝硬変の治療（原因治療）
１） ＨＣＶ肝硬変　…　抗ウイルス療法（ＤＡＡｓ）

２）ＨＢＶ肝硬変　…　核酸アナログ製剤
３）自己免疫性肝硬変　…　免疫抑制剤
４）アルコール性肝硬変　…　禁酒
　   ＮＡＳＨ　　…　減量と薬物？
５）Ｗｉｌｓｏｎ病　…　キレート剤
６）Ｈｅｍｏｃｈｒｏｍａｔｏｓｉｓ … 除鉄
表：原因を除去すると治癒が期待される病態

非 看護師・
看護助手・保育士

正 非

グループの中核を担う病院で
共に働く仲間を募集します！
増床につき看護師大募集！

茅ヶ崎駅

医療法人社団
康 心 会 湘南東部総合病院
〒 253-0083 茅ヶ崎市西久保 500
 ☎ 0467-83-9111

【職種】①看護師 ②看護助手 ③保育士
【給与】　（月給例は、経験１０年）
①  355,700 円　 時給 1,500 円〜 
             夜勤（1 回）24,000 円〜　
②  介護福祉士     時給 1,300 円　 
　  介護士　　     時給 1,200 円
③  時給   950 円    

担当：
露木（看護部）
飯田（コメディカル）

保育所あり。 車通勤可。
茅ヶ崎駅前からシャトルバスあり。

非非
看護師・看護補助正 非

さがみ野駅から徒歩 5分の
駅近病院で通勤便利！

さがみ野駅

〒 243-0401 海老名市東柏ヶ谷 6-20-20
 ☎ 046-233-5110 総務課（田中）

【職種】①看護師 ②看護補助
【給与】（月給例は、経験１０年）
　① 355,700 円
 　　( 非常勤 )　時給　  1,500 円〜
　　 ( 夜勤 )　　1 回　24,000 円〜
   ② 230,400 円
　　 ( 非常勤 ) 介護福祉士 時給 1,300 円
　　 　　　  介護士 　   時給 1,200 円
★ブランクのある方も歓迎★非常勤は勤務日
数、勤務時間応相談 ★通勤費全額支給 ( 上限
50,000 円 ) ★車通勤可 ( 職種による )
★院内保育施設有り

医療法人社団 

さがみ野中央病院

薬剤師・医療事務
事務当直正 非 さがみ野駅

【職種】③薬剤師 ④医療事務
          ⑤事務当直

【給与】（月給例は、経験１０年）
　　③ 282,400 円
　　④ 198,500 円
　　 　( 非常勤 ) 時給       950 円〜
　　⑤ ( 非常勤 ) 1 回　14,000 円　

さがみ野駅から徒歩 5分の
駅近病院で通勤便利！

★ブランクのある方も歓迎★非常勤は勤務日
数、勤務時間応相談 ★通勤費全額支給 ( 上限
50,000 円 ) ★車通勤可 ( 職種による )
★院内保育施設有り

〒 243-0401 海老名市東柏ヶ谷 6-20-20
 ☎ 046-233-5110 総務課（田中）

医療法人社団 

さがみ野中央病院

非 看護補助・
調理補助

残業なし、定時退勤できます！

茅ヶ崎駅

医療法人社団
康 心 会 湘南さくら病院
〒 253-0081 茅ヶ崎市下寺尾 1833
 ☎ 0467-54-2255（担当：神部）

非 作業療法士・
看護師

【職種】① 作業療法士
       　② 看護師

【給与】　（月給例は、経験１０年）
① 309,700 円　
② 355,700 円

　　　　 時給             1,500 円〜
　　　　 夜勤（1 回）24,000 円〜

正

残業なし、定時退勤できます！

茅ヶ崎駅

医療法人社団
康 心 会 湘南さくら病院
〒 253-0081 茅ヶ崎市下寺尾 1833
 ☎ 0467-54-2255（担当：神部）

★通勤費全額支給（上限 50,000 円）、
車通勤可（駐車場無料） 、最寄駅からシャト
ルバスあり、非常勤時間等は相談可能

【職種】③看護補助　④調理補助
【給与】　（月給例は、経験１０年）

③ 230,400 円
   介護福祉士  時給 1,300 円　
   介護士　    時給 1,200 円
④ 時給 950 円

非

★通勤費全額支給（上限 50,000 円）、
車通勤可（駐車場無料） 、最寄駅からシャト
ルバスあり、非常勤時間等は相談可能

正 非

ふれあい医学サロン「医心伝心」
in茅ヶ崎ラスカ6Fホール

第3回7月3日　　18:00～19:00（月）

主催／お問い合わせ 湘南東部総合病院 ☎0467-89-3633（地域連携室）

身近な疑問に専門医師が分かりやすくお答え
します。通勤・通学・お買い物のついでに、
是非どうぞ！サロンをのぞいていただき、健
康の知識や病気の知識、病気の予防の参考に
していただければ幸いです。質問はどうぞご
自由に。ご気楽にご来場ください。

予約不要・参加無料
次回予告 !　
８月7日 （月）18:00～19:00
in茅ヶ崎ラスカ6Fホール
講師：湘南東部総合病院 
循環器科 田中嗣朗 医師

手おくれになる前に脳外科へ
～脳卒中・脳腫瘍の初期症状・重要な症状～

講師：
湘南東部総合病院 
脳神経外科 
青木伸夫 医師



2１
対
１
の
リ
ハ
で
内
容
も
個
別

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ

あ
い
の
桜
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
利
用
者
お

一
人
お
ひ
と
り
に
対
し
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
で
あ
る
理
学
療
法
士

（
Ｐ
Ｔ
）・
作
業
療
法
士（
Ｏ
Ｔ
）・

言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
が
個
別

で
対
応
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
病
院
（
入
院
）
や

施
設（
入
所
）か
ら
自
宅
に
戻
っ

た
ば
か
り
で
生
活
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、
早

期
か
ら
安
心
し
て
自
宅
生
活
が

送
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
施
設
で

は
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
時
間
を
多

　

こ
れ
か
ら
介
護
が
必
要
に
な

る
方
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
の
存
在

は
特
に
気
に
な
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
が
〝
終
の
棲
家
〟
と
し

て
老
人
ホ
ー
ム
に
住
み
、「
で

き
る
限
り
安
心
・
快
適
な
生
活

環
境
を
手
に
入
れ
て
欲
し
い
」

と
考
え
る
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
は
身
体
的

な
機
能
の
訓
練
を
行
な
う
だ
け

で
は
な
く
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
調

理
や
園
芸
な
ど
の
実
際
生
活
や

趣
味
嗜
好
の
活
動
に
も
積
極
的

に
関
わ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て

実
施
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
に

よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
リ

ハ
ビ
リ
の
ほ
か
、
施
設
利
用

者
全
員
が
参
加
で
き
る
運
動

や
ゲ
ー
ム
、
季
節
歳
時
の
物

作
り
、
月
１
回
の
お
や
つ
レ

ク
な
ど
も
多
彩
で
す
。
楽
し

み
な
が
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に

参
加
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

持
ち
帰
り
パ
ン
フ
が
好
評

　

帰
宅
後
も
リ
ハ
ビ
リ
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
同
施
設
で
は

お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
「
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。こ
の〝
オ

リ
ジ
ナ
ル
〟
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

お
渡
し
は
、
利
用
者
に
と
て
も

好
評
だ
そ
う
で
す
。

身
体
の
状
態
に
合
わ
せ
た
利
用

　

自
宅
で
の
生
活
（
在
宅
）
を

ベ
ー
ス
に
し
て
、
①
同
施
設
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
、
②

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
や
栄
養
管

湘南ふれあいの園 検索

　

し
か
し
実
際
に
は
、「
設
備

は
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る
の

か
？
」「
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
？
」

「
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ

な
の
？
」
と
い
っ
た
様
々
な
こ

と
が
気
に
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
湘
南
ふ
れ

あ
い
の
園　

湘
南
東
部
』で
す
。

同
ホ
ー
ム
で
は
、施
設
見
学
会
・

入
居
相
談
会
を
今
月
末
日

（
６
月
30
日
㈮
）
ま
で
開
催

中
。
老
人
ホ
ー
ム
の
実
情

や
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
実
際
の
確
認
、
ま
た
は

相
談
が
可
能
で
す
。同
ホ
ー

ム
の
鈴
木
施
設
長
は
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
施
設
の
選
択
で

重
要
な
の
は
【
そ
の
施
設

の
雰
囲
気
が
本
人
に
合
っ

て
い
る
か
否
か
】
で
す
。

〈お申込み・お問合せ〉
湘南ふれあいの園 湘南東部
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保745

TEL.O467−57−６050

こ
れ
は
も
う
、
ご
本
人
（
ま
た

は
ご
家
族
）
が
施
設
へ
足
を
運

び
実
際
に
見
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

　

ま
た
、
自
宅
介
護
で
認
知
症

や
徘
徊
で
お
困
り
の
方
、
ま
た

は
法
事
や
旅
行
で
家
族
が
不
在

に
な
る
場
合
に
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
ご
活
用
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
」。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
高
齢
者

が
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
施
設

で
は
毎
年
真
夏
（
７
・
８
月
）

に
緊
急
入
居
が
多
く
な
り
ま

す
。
今
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
の

充
実
し
た
施
設
見
学
は
と
て
も

お
す
す
め
で
す
。
申
込
み
や
詳

細
は
同
ホ
ー
ム
へ
ご
連
絡
を
。

■
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南

東
部
☎
０
４
６
７
―
５
７
―

６
０
５
０

　

○
…
病
気
な
ど
の
結
果
に
生

じ
た
障
害
を
医
学
的
に
診
断

し
、
機
能
回
復
と
社
会
復
帰
を

総
合
的
に
提
供
す
る
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
専
門
医
」。

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
、
脳
卒

中
な
ど
の
患
者
に
対
し
、
効
果

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

〝
処
方
〟
し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
訓
練
を
提
供
し
て
い

ま
す
。「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
医
師
一
人
で
は
提
供
で
き

な
い
も
の
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

の
連
携
を
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
」
と
穏
や
か
な
口
調
で
話
し

ま
す
。

　

○
…
東
海
大
学
医
学
部
の
学

生
時
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
興
味
を
も
ち
、
卒
業
後
に
同

科
を
選
択
。
そ
の
理
由
を
「
運

動
機
能
面
か
ら
の
身
体
機
能
を

『
ど
う
診
て
い
く
か
』
や
『
ど

う
い
う
こ
と
と
繋
が
っ
て
い
る

か
』
が
と
て
も
面
白
く
、
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
」
と
真
剣
な
眼
差

し
で
語
り
ま
す
。
当
時
は
主
流

と
は
言
い
難
か
っ
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
。
し
か
し
学

生
時
か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
、

一
筋
」
を
貫
き
、
専
門
性
を
高

め
る
姿
勢
に
終
着
点
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
重
篤
な
症
状
だ
っ
た

患
者
様
が
回
復
し
、
リ
ハ
ビ
リ

の
効
果
が
あ
っ
て
元
気
に
歩
く

姿
を
目
に
す
る
と
『
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
に
な
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
な
』
と
感
じ
ま

す
」。

　

○
…
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
４
月
か
ら
同
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

門
の
総
括
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
（
理

学
療
法
士
）・
Ｏ
Ｔ
（
作
業
療

法
士
）・
Ｓ
Ｔ
（
言
語
聴
覚
士
）

と
い
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
が
所
属
す
る
セ
ン

タ
ー
の
責
任
者
も
務
め
て
い
ま

す
。
物
腰
柔
ら
か
く
「
そ
ん
な

に
偉
い
も
の
で
は
な
い
で
す

よ
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治

療
は
連
携
が
重
要
で
す
か
ら
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

○
…
「
父
は
眼
科
医
、
妻
は

Ｏ
Ｔ
で
す
」。
幼
少
期
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
自
身
の
ほ
か
家

族
も
医
療
に
関
わ
っ
て
い
る
環

境
。
帰
宅
後
は
、
ペ
ッ
ト
の
う

さ
ぎ
「
ピ
ー
ち
ゃ
ん
」
と
過
ご

す
時
間
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
心
優
し
い
医
師
で

す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

リ
ハ
に
魅
せ
ら
れ
極
め
続
け
る
専
門
医

田中 博（たなか　ひろし）

湘南東部総合病院　リハビリセンター長
【リハビリテーション科】
日本リハビリテーション医学会専門医

理
等
に
は
同
施
設
へ
入
所
（
ま

た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
も

し
く
は
関
連
医
療
機
関
へ
の
受

診
等
を
併
用
す
る
、
と
い
う
利

用
方
法
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

同
施
設
ス
タ
ッ
フ
は
「
皆
さ

ま
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
日
常
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

利
用
時
間
や
詳
し
い
内
容
な

ど
は
同
施
設
へ
電
話
な
ど
で
直

接
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
の

桜
（
藤
沢
市
遠
藤
４
４
６
―

１
）
☎
０
４
６
６
―
８
６
―

９
３
１
１

　
自
宅
で
充
実
の
生
活
を
送
る
た
め
に　
　
　
　

　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ

　
　

     　
ふ
れ
あ
い
の
桜
（
老
健
）
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

６
月
末
日
ま
で
施
設
見
学
・
入
居
相
談
会
を
無
料
開
催
中　

　 

　
　
施
設
選
び
で
重
要
な
の
は
実
際
に
見
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ　

  　
　
主
催  

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

こ
れ
で
安
心
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方

　
　
　
　
　
　
　

６
月
17
日
 
平
塚
で
無
料
開
催JR 平塚駅

国道1号線

平塚八幡宮

平塚市役所平塚郵便局

平塚中央公民館

文

文

崇善小学校

江陽中学校

平塚市勤労会館

北口

平塚市追分１－２４

お
や
つ
レ
ク
を
楽
し
む
利
用
者
（
上
）
／
園
芸
も
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
支
援
（
下
）

同
施
設
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

ン
タ
ー
☎
０
４
６
７
―
８
４
―

０
５
７
６

開
放
的
な
中
庭
も
体
感
で
き
る

　

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
は
無
料

セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
で
安
心
！ 

老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
は
６
月
17 

日
㈯ 

14 
時
～ 

15 
時
45 
分
で
会

場
は
平
塚
市
勤
労
会
館
。
定
員

は
20
名
（
先
着
申
込
順
）
で
す
。

 　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
難

し
い
」「
複
雑
」
と
言
わ
れ
が

ち
な
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
て
解
説
す
る
の

で
毎
回
好
評
で
す
。
今
回
は
、

特
養
・
老
健
・
有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
「
種
類
と
違
い
・
現

状
」「
在
宅
と
施
設
入
居
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」「
費

用
と
資
金
計
画
」を
扱
い
ま
す
。

 　
セ
ミ
ナ
ー
後
、
希
望
者
に

は
個
別
で
入
居
相
談
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
下
記
お
電
話

で
、
お
気
軽
に
参
加
を
ご
予
約

下
さ
い
。

　ビタミンＡ・B1・B2・B12・Dのほか、アスタキサンチンが豊富に含まれて
います。特にアスタキサンチンは『自然界最強の抗酸化物質』と言われ、免
疫力を高める働きがあります。
　「だしジュレのせ」にすることで、食欲が減退しがちな夏でもさっぱりと食
せるように工夫しました。

①　Ａを合わせて火にかけ、ゼラチンが溶けた
　　らボウルに移して粗熱をとる
②　①を冷蔵庫で冷やし固める　
③　塩・こしょうをした鮭に薄く小麦粉をまぶ
　　し、油を敷いたフライパンで焼く
④　トマト・葉玉ねぎ・ズッキーニを１㎝角に切り、
　　器に③の鮭とともに盛り付ける
⑤　②をスプーンで崩して④にのせ、パクチー
　　を飾ってできあがり

①　粉寒天を分量の水で火にかけて溶かす
②　①にオリゴ糖を入れて煮溶かし、りんご
　　ジュースを加える
③　パイナップルを入れたカップに②を流し入
　　れ、冷蔵庫で冷やす

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

ポン酢　    10㏄
水 　　   　10㏄
ゼラチン   0.5 ｇ
　　　（溶かす水は 7㏄）

パクチー　 少々

そうめんと煮びたし、ご飯と一緒にバランス良いお食事を。

 材料（１人分）

鮭　　　   80 ｇ
小麦粉 　      5 ｇ
油　　   　    3 ｇ
塩・こしょう 少々

トマト　     30 ｇ
葉玉ねぎ     15 ｇ
ズッキーニ 20 ｇ

粉寒天 　   2.5 ｇ
水　   　　  50㏄
オリゴ糖    3.5 ｇ

Ａ

今月の注目食材！【鮭（さけ）】

鮭と野菜の和風だしジュレのせ

フ ル ー ツ ゼ リ ー
りんごジュース  40 ｇ
パイナップル（缶詰）  15 ｇ

作 り 方

～七夕そうめん～
邪気払いと一年間の無病息災にご利益があると伝えられています

 （１人分 総カロリー 635㎉、塩分 2.1 ｇ）

非

綾瀬市の基幹病院！車通勤可‼
【職種】③看護補助　④社会福祉士
　　　 ⑤薬剤師

【給与】（月給例は、経験１０年）
　　　 ③　230,400 円
　　　　介護福祉士　時給 1,300 円　
　　　　介護士　　　時給 1,200 円
　　　 ④　249,500 円
　　　 ⑤　282,400 円
★ブランクのある方も歓迎 ★非常勤は勤務日数、
勤務時間応相談 ★通勤費全額支給(上限50,000円)
★車通勤可 ★保育施設有り

医療法人社団

柏 綾 会 綾瀬厚生病院
〒 252-1103　綾瀬市深谷 3815
 ☎ 0467-77-5111 総務課（平手）

海老名駅
長 後 駅正 非

看護補助
社会福祉士・薬剤師

非

綾瀬市の基幹病院！車通勤可‼

★ブランクのある方も歓迎 ★非常勤は勤務日数、
勤務時間応相談 ★通勤費全額支給(上限50,000円)
★車通勤可 ★保育施設有り

医療法人社団

柏 綾 会 綾瀬厚生病院
〒 252-1103　綾瀬市深谷 3815
 ☎ 0467-77-5111 総務課（平手）

海老名駅
長 後 駅正 PT/OT/ST・

臨床工学技士

【職種】⑥ PT/OT/ST ⑦臨床工学技士
【給与】（月給例は、経験１０年）
　⑥ 309,700 円
　⑦ 281,700 円

非

綾瀬市の基幹病院！車通勤可‼
【職種】①看護師 ②看護師（透析担当）
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　　 ①　355,700 円
　　　 　時給 1,500 円〜
　　 　　  ( 夜勤 )1 回　 24,000 円〜
　　　 ②　292,700 円
　　　　 時給 1,500 円〜 
　　　　   ( 透析手当 )1 日 1,500 円
★ブランクのある方も歓迎 ★非常勤は勤務日数、
勤務時間応相談 ★通勤費全額支給(上限50,000円)
★車通勤可 ★保育施設有り

医療法人社団

柏 綾 会 綾瀬厚生病院
〒 252-1103　綾瀬市深谷 3815
 ☎ 0467-77-5111 総務課（平手）

海老名駅
長 後 駅正 非 看護師・

看護師（透析）
非

登録ヘルパー

【職種】登録ヘルパー
【給与】身体介護 時給 1,800 円〜

   生活支援 時給 1,400 円〜

非

在宅生活のお手伝いを
一緒にしませんか

茅ヶ崎駅

ふれあい北口ケアセンター
〒 253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-1-38 ソシエ弐番館１階
 ☎ 0467-57-1902（担当：葛原）

（ヘルパー 2 級または初任者研修修了者）
経験年数により時給異なる。日曜、祝祭
日別途加算。移動手当　（続いての訪問が
ある場合）月一回研修有。自宅から訪問
先に直行直帰。年一回健康診断有。

医療法人社団
康 心 会

介護福祉士・
介護士・事務

【職種】①介護福祉士 ②介護士
          ③事務（受付）

【給与】① 1,300 円 
　　（夜勤 20,000 円 /1 回希望者のみ）
          ② 1,200 円
　　（夜勤 18,500 円 /1 回希望者のみ）
　　　 ③ 時給　950 円〜

非

有料老人ホームで働いてみませんか！
介護専用型なので
スキルアップも目指せます！

介護付有料ホーム

湘南ふれあいの園 湘南東部
〒 253-0083 茅ヶ崎市西久保７４５
 ☎0467-57-6050（担当：鈴木）

茅ヶ崎駅

★車通勤可能（有料）　曜日・勤務時間応相談
（①②夜勤専従も募集中③週 3 日勤務できる方）
茅ヶ崎駅前から無料シャトルバス利用可
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も
、
安
全
に
そ
し

て
安
心
し
て
自
宅

で
生
活
が
送
ら
れ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
行
な
い
ま
す
。

　

し
か
し
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
は
、

リ
ハ
ビ
リ
患
者
で

認
知
症
の
症
状
を

も
つ
人
は
多
い
は

ず
で
す
。
引
き
続

き
同
院
に
聞
き
ま
し
た
。

　

―
―
―
認
知
症
と
リ
ハ
ビ
リ

に
お
け
る
『
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
』
の
対
応
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「
入
院
で
の
環
境
変
化

や
脳
卒
中
の
発
症
で
、
認
知
症

の
既
存
症
状
が
さ
ら
に
進
行
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
院
の
『
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』
で

は
、
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
・
薬
剤
師
・
相
談

員
を
は
じ
め
と
す
る
回
復
期
病

棟
に
関
わ
る
全
て
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
も
ち
、
患
者
様
の
対
応

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
応
の
判
断
を
誤
る
と
症
状

の
悪
化
も
あ
り
得
る
状
況
で
す

の
で
、
ま
ず
は
『
正
し
い
接
し

方
が
重
要
』
と
い
う
こ
と
を
基

本
と
し
、
不
安
な
気
持
ち
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
薬
剤

の
使
用
や
、
時
間
帯
に
よ
る
患

者
様
の
状
態
変
化
な
ど
に
も
配

慮
し
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

病
棟
生
活
が
不
穏
に
な
ら
れ

た
患
者
様
に
対
し
て
は
、
以
前

の
生
活
リ
ズ
ム
を
聞
き
取
り
、

リ
ハ
ビ
リ
や
休
息
の
時
間
を
固

定
化
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

チーム医療

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本

で
は
、
約
４
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
３
人
に
１
人
の
割
合
で
、

認
知
症
に
お
け
る
何
か
の
症
状

を
有
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。認
知
症
が
原
因
と
な
っ
て
、

そ
の
人
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
こ
と
も

多
く
あ
る
と
い
う
現
状
で
す
。

　

認
知
症
と
は
？

　

で
は
、
認
知
症
と
は
一
体
ど

う
い
う
も
の
で
、
回
復
期
の
リ

ハ
ビ
リ
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
障
害
と
な
っ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
？
「
ふ
れ
あ
い
平

塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
ス

タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

―
―
―
『
認
知
症
』
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

（
同
院
ス
タ
ッ
フ
：
以
下
同
）「
加

齢
や
脳
に
お
け
る
血
管
の
病
気

な
ど
に
よ
り
、
一
度
発
達
し
た

脳
の
機
能
が
失
わ
れ
、
日
常
生

活
に
支
障
を
来
す
状
態
の
こ
と

を
一
般
的
に『
認
知
症
』と
言
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
症
状
と

し
て
代
表
的
な
も
の
に
、『
物

忘
れ
』
の
ほ
か
、
日
付
や
場
所

が
分
か
ら
な
く
な
る
『
見
当
識

障
害
』な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
症
状
に
伴
う
不

安
な
ど
が
要
因
と
な
り
、【
怒

り
っ
ぽ
い
】【
徘
徊
す
る
】【
同

じ
こ
と
を
何
回
も
聞
く
】
と

い
っ
た
生
活
上
の
困
難
状
況
が

み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」。

　

認
知
症
の
症
状
そ
の
も
の
を

大
き
く
改
善
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
認
知

症
患
者
に
と
っ
て
生
活
上
の
困

難
状
況
は
、
周
囲
の
人
の
関
わ

り
方
や
生
活
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
の
妨
げ
と
な
る

　
　
　
認
知
症
へ
の
取
り
組
み

　

さ
て
、
一
般
的
な
『
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』

で
は
、
骨
折
や
脳
卒
中
な
ど
で

不
自
由
に
な
っ
た
患
者
の
身
体

機
能
を
可
能
な
範
囲
で
取
り
戻

し
、
自
宅
へ
の
退
院
を
目
指
し

ま
す
。
障
害
が
残
っ
た
と
し
て

う
い
っ
た
対
応
に
よ
っ
て
落
ち

着
か
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
使
用
物
品
の

理
解
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ

う
な
患
者
様
に
は
、
そ
の
方
に

わ
か
る
イ
ラ
ス
ト
表
示
な
ど
で

掲
示
し
、
間
違
い
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

落
ち
着
い
た
環
境
と
正
し
い

知
識
を
も
っ
て
対
応
し
、
毎
日

の
病
棟
生
活
を
穏
や
か
に
お
過

ご
し
頂
く
こ
と
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
よ
り
発
揮

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
退
院
後
も
細
や
か
な
連
携　

（
続
き
同
）「
認
知
症
の
症
状
も

身
体
機
能
と
併
せ
て
『
患
者
様

の
生
活
機
能
の
一
部
』
と
捉

え
、
患
者
様
ご
と
に
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
通
し
て
ス
タ
ッ
フ
間

で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
入
院
中
だ
け
で
な
く
、

退
院
後
も
ご
本
人
や
ご
家
族
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
か

か
り
つ
け
医
、
各
種
訪
問
サ
ー

ビ
ス
等
と
細
や
か
に
連
携
で
き

る
『
回
復
期
リ
ハ
病
棟
』
を
目

指
し
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
い
き
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
☎

０
４
６
３
―
２
２
―
４
１
０
５

　

認
知
症
が
原
因
と
な
り
、
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
認
知
症
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
平
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
に
お
け
る
人
材
不
足
は

２
０
２
５
年
に
は
38
万
人
に
及

ぶ
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
資
格
は
将
来
に
わ
た

り
活
か
せ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が
、

「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー
」
の
『
介
護
福
祉
士
実

務
者
研
修
講
座
』
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
で
も
大
丈
夫

　

要
介
護
者
の
生
活
援
助
だ
け

で
な
く
、
よ
り
良
い
生
活
を
送

る
た
め
の
支
援
が
で
き
る
国
家

資
格
「
介
護
福
祉
士
」
の
受
験

資
格
が
取
得
で
き
る
講
座
で

す
。
こ
の
受
講
に
よ
っ
て
、
責

任
あ
る
立
場
に
抜
擢
さ
れ
た
方

は
多
く
、
実
績
も
あ
り
ま
す
。

通
信
制
な
の
で
働
き
な
が
ら
の

受
講
も
可
能
で
す
。

ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
の

　
　
　
心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
師
は
ふ
れ

あ
い
グ
ル
ー
プ
の
病
院
や
施
設

の
現
役
看
護
師
と
介
護
福
祉
士

で
、
受
講
生
６
～
７
名
に
講
師

は
１
人
の
少
数
制
。
さ
ら
に
添

削
指
導
や
必
要
に
応
じ
て
対
面

指
導
も
行
な
い
、「
丁
寧
に
わ

か
る
ま
で
！
」
が
モ
ッ
ト
ー
の

授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

講
座
修
了
生
の
高
橋
由
美
子

さ
ん
（「
ふ
れ
あ
い
の
麗
寿
」

介
護
職
員
）
は
「
現
場
で
働
い

て
い
る
講
師
が
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
交
え
て
教
え
る
の

で
、
と
て
も
分
か
り
易
か
っ
た

で
す
。ま
た
、先
生
が
話
を
じ
っ

く
り
聞
い
て
く
れ
た
の
で
心
強

く
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
こ
の
春
、
国
家
試

験
に
見
事
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

同
講
座
で
は
現
在
７
月
生
を

募
集
中
。
12
月
修
了
な
の
で
来

年
１
月
の
国
家
試
験
に
も
間
に

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校「
理
学
療
法
学
科
」

で
の
『
機
能
解
剖
学
に
基
づ
い

た
手
関
節
の
触
診
方
法
』
の
授

業
＝
写
真
＝
を
紹
介
し
ま
す
。

　

◇
手
関
節
（
手
首
）
と
は

　
手
の
機
能
を
支
え
る
役
割
を

　
持
ち
、
損
傷
や
機
能
的
な
問

　
題
が
あ
る
と
日
常
生
活
で
不

　
自
由
さ
を
感
じ
ま
す
。
臨
床

　
場
面
に
お
い
て
は
高
齢
者
が

　
多
く
、
手
関
節
を
構
成
す
る

　
骨
を
骨
折
し
た
患
者
も
増
え

　
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
同
科
の
授
業
で
は
、

手
関
節
の
構
造
と
運
動
に
つ
い

て
理
解
し
、
手
関
節
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
触
診

法
を
学
び
ま
す
。
実
技
で
主
な

手
根
骨
の
動
か
し
方
や
関
節
の

構
造
を
学
び
、
橈
骨
遠
位
端
骨

折
や
脳
血
管
障
害
で
の
屈
曲
拘

縮
と
い
っ
た
代
表
的
な
臨
床
問

題
の
解
決
方
法
を
習
得
し
て
い

ま
す
。
学
生
は
真
剣
な
眼
差
し

で
基
本
動
作
を
丁
寧
に
確
認
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
学
校
☎
０
４
６
７
―

８
８
―
６
６
１
１

参加無料

認
知
症
に
も
手
厚
く
支
援
す
る

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　
　
　
　
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

臨
床
場
面
に
即
応
し
た
授
業
を
展
開

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

必
要
と
さ
れ
る
「
介
護
福
祉
士
」
取
得
を
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

解
放
的
な
洗
練
さ
れ
た
北
欧
型
の
図
書
館

湘
南
医
療
大
学

医学講座６月2２日（木）13：30 ～ 15：00 

ふれあい平塚ホスピタル  呼吸器科  宮田 篤志  医師

 喘息って何？ ～身近な肺の病気のお話～
　咳が止まらず長引いたり、呼吸で

「ゼーゼー」と音がする喘息。これは
現代においても忘れてはならない肺
の病気です。今回は「身近な肺の病
気のお話・第一弾」として宮田医師
が喘息を分かり易く説明します。

平　塚　駅
南 口 

バスターミナル

JR東海道線 茅ヶ崎➡⬅小田原

国道134号線

JA●

ハローワーク●

湘
南
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

ふれあい平塚
ホスピタル

■ 交通のご案内
JR平塚駅南口より徒歩15分
または神奈中バス14・15・16系統で３分

 ◇次回の予告
7/28 循環器内科 兼坂副院長「高齢者の低栄養について」

会場：ふれあい平塚ホスピタル ５階 会議室
平塚市袖ヶ浜 1-12　お問合せ ☎ 0463-22-4105（総務課）

暑さに負けない身体とは？～夏バテ予防と効果的な熱中症対策～
　皆さまがそれぞれおもちの生活
体験を活かしながら、心と身体の
仕組みを学び、今年も暑さに負け
ないように快適な日常生活を送る
ためのポイントをわかりやすく解
説していきます。

 ◇次回の予告
7/25  神田啓子内科医「高齢者と薬」（予定）

医学講座 ６月2７日（火）14：00 ～ 15：00

茅ヶ崎新北陵病院 　内科  山崎 隆一郎 医師　

会場：茅ヶ崎新北陵病院 ２階 多目的室
茅ヶ崎市行谷 583-1　お問合せ ☎ 0467-53-4111（担当 香川）

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅 茅ヶ崎新北陵病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅北口または湘南台駅西口から
無料シャトルバス

参加無料

　
湘
南
医
療
大
学
の
図
書
館
＝

写
真
＝
は
、
円
柱
状
の
壁
面
に

配
置
さ
れ
た
北
欧
の
よ
う
な
書

架
で
、
明
る
く
開
放
的
な
構
造

で
す
。
医
療
専
門
書
を
中
心
に

蔵
書
数
は

現
在
約
１

万
３
２
０

０
冊
、
雑

誌
タ
イ
ト

ル
所
蔵
数

は
２
２
３

種
で
、
所

蔵
本
の
検
索
サ
イ
ト
「
Ｃ
ｉ
Ｎ

ｉ
ｉ 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
閲
覧
席
（
１
５
４

席
）
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
完
備
の
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
グ
ル
ー
プ

学
習
室
が
あ
り
、
日
々
の
学

習
・
研
究
に
多
く
の
学
生
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
同
大
図
書
館

の
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
（http://

sums.ac.jp/

）
か
お
電
話
で
。

■
湘
南
医
療
大
学
☎
０
４
５
―

８
２
１
―
０
１
１
１
（
代
）

合
い
ま
す
。
病
院
・
施
設
と
研

修
セ
ン
タ
ー
が
連
携
す
る
良
質

な
教
育
環
境
で
、
介
護
福
祉
士

を
目
指
し
て
み
て
は
。
受
講
料

の
補
助
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

特
典
な
ど
学
費
支
援
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
お

電
話
を
。

■
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
６
７
―
８
４
―

０
５
７
６

車椅子を使った実習

各スタッフが情報を共有し、連携を円滑に行っていく＝同院にて撮影

回復期リハビリテーション病棟内での回診
　　　　　　　　　　　＝ふれあい平塚ホスピタルにて撮影

非 看護師・
保育士

【職種】①看護師　②保育士
【給与】（月給例は、経験１０年）
①（オペカテ室）   292,700 円
　 （ICU・病棟）  355,700 円
　  ( 非常勤） 時給   1,500 円〜　　　
　　 夜勤（1 回）24,000 円〜
② 時給 1,200 円 夜勤（1 回）13,500 円

正

心臓・循環器疾患の専門病院で
エキスパートを目指そう‼
丁寧な指導で未経験・ブランク有の方も大歓迎‼

小田急 南林間駅

医療法人社団
公 仁 会 大和成和病院
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-2
 ☎ 046-278-3911（担当：七枝）

★非常勤は勤務日数、勤務時間応相談 ★通勤費全額
支給 ( 上限 50,000 円 ) ★車通勤可 ★無料送迎
バスあり ★保育施設有り

非 臨床検査技師・
医療事務・運転手

【職種】 ③臨床検査技師　
　　　 ④医療事務 ③運転手　

【給与】（月給例は、経験１０年）
③ 　260,700 円 
　（非常勤）1,300 円〜
④　 198,500 円
⑥    時給 950 円　

小田急 南林間駅

医療法人社団
公 仁 会 大和成和病院
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-2
 ☎ 046-278-3911（担当：七枝）

非

★非常勤は勤務日数、勤務時間応相談 ★通勤費全額
支給 ( 上限 50,000 円 ) ★車通勤可 ★無料送迎
バスあり ★保育施設有り

心臓・循環器疾患の専門病院で
エキスパートを目指そう‼
丁寧な指導で未経験・ブランク有の方も大歓迎‼

正 非
非 看護師・看護助手

事務職員・臨床検査技師・理学療法士
正

地域も職員も大切に
サポ－トするクリニックで、
ぜひ一緒に働きましょう‼

鶴間駅

医療法人社団
公 仁 会   成和クリニック

【職種】①看護師 ②看護助手 
　　　 ③事務職員 ④臨床検査技師
　　　⑤理学療法士  

【給与】（月給例は、経験１０年）
　① 355,700 円 ② 207,900 円
　③ 244,500 円 ④ 260,700 円
　⑤ 309,700 円  
※車通勤可
※鶴間駅から無料シャトルバス有
※非常勤での多様な勤務内容にも対応しています

〒 242-0005 大和市西鶴間５－３４８８－７
 ☎ 046-264-3911（担当 渕上）

正非正 関内駅

医療法人
回生会 ふれあい横浜ホスピタル
〒 231-0031 横浜市中区万代町 2-3-3
☎ 045-681-5101 問い合わせ：総務課（吉川）

臨床検査技師・
介護士・看護師

駅から近くの、横浜勤務
【職種】① 臨床検査技師
　　　② 介護士（通所リハビリ） 
　　　③看護師

【給与】（月給例は、経験１０年）

   ① 　260,700 円
　② 　207,900 円
　③ 　355,700 円
★ 最寄駅のＪＲ京浜東北線関内駅
　 より、徒歩 2 分

非正 非 関内駅

医療法人
回生会 ふれあい横浜ホスピタル
〒 231-0031 横浜市中区万代町 2-3-3
☎ 045-681-5101 問い合わせ：総務課（吉川）

助産師・MSW
送迎ドライバー

駅から近くの、横浜勤務
【職種】④ 助産師 
　　　⑤医療ソーシャルワーカー
　　　⑥ 送迎ドライバー　

【給与】  （月給例は、経験１０年）

　　　④   355,700 円
　　　⑤   249,500 円
　　　⑥ 時給 1,000 円　　

★ 最寄駅のＪＲ京浜東北線関内駅
　 より、徒歩 2 分

介
護
現
場
で
利
用
者
と
談
笑
す
る

講
座
修
了
生
の
高
橋
さ
ん

学校法人湘南ふれあい学園

学校説明会・オープンキャンパス開催中
夏休み前に決めておきたい方必見 !

ご参加や、説明会・オープンキャンパスの詳細については、各校へお問い合わせください

湘南医療大学 茅ヶ崎看護
専門学校

茅ヶ崎リハビリ
テーション専門学校 下田看護専門学校 医療ビジネス

観光情報専門学校

オープンキャンパス
体験実習・模擬講義
あり
6/24（土）
10:00～ 15:00

学校説明会
体験実習あり
6/10（土）
13:00～ 16:00　
入試対策説明会
AO入試希望の方はぜひ !
7/1（土）
10:00～ 12:00

学校説明会
（理学療法学科・
　作業療法学科）
6/24（土）
14:00～ 16:30
学校説明会
（言語聴覚学科）
6/10（土）・24（土）
10:00～ 12:00

学校説明会
体験実習あり
6/24（土）
13:00～ 16:00

オープンキャンパス
6/3（土）・10（土）
17（土）
10:00～ 12:30
スペシャルオープンキャンパス
6/24（土）
保護者向け学校説明会
6/25（日）
10:00～ 12:30

☎045-821-0115 ☎0467-86-6011 ☎0467-88-6611 ☎0558-25-2211 ☎042-744-9711
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Ｑ
．「
ふ
れ
あ
い
の
渚
」に
は
、

ど
の
よ
う
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

い
ま
す
か
？

　

Ａ
．「
当
施
設
に
は
『
認
知

症
看
護
認
定
看
護
師
』が
２
名
、

『
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
』
の
ス

タ
ッ
フ
が
３
名
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
の
反
応
や
困
っ

て
い
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い

は
介
護
者
の
関
わ
り
方
や
環
境

の
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
困
難
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　

Ｑ
．
対
応
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．「
周
囲
の
『
こ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
』
よ
り
、
認
知
症
の

方
の
『
あ
り
の
ま
ま
』
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
様
子
の
把
握

や
関
わ
り
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
多
く
、
効
率
的
な
関
わ
り

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
当
施
設
で
は
、
認

知
症
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も

『
そ
の
方
ら
し
く
（
自
分
ら
し

く
）
安
心
し
て
お
過
ご
し
頂
き

た
い
』
と
、
全
職
種
で
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
施
設

は
茅
ケ
崎
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
軽
に

見
学
・
ご
相
談
下
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
の
渚
（
茅
ヶ
崎
市

中
島
１
２
２
０
）
☎
０
４
６
７

―
８
４
―
６
６
５
０

　

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
の

中
に
は
、
施
設
へ
の
入
所
な
ど

と
い
っ
た
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
、
混
乱
・
帰
宅
願
望
・
徘
徊
・

介
護
拒
否
な
ど
の
「
行
動
心
理

症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）」
が
現
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
混
乱
・
徘
徊
な
ど

　
　
正
し
い
対
応
で
緩
和
も

　

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
へ
の
対
応
は
困
難

で
す
。
し
か
し
介
護
者
が
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な

対
応
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が

緩
和
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
手
助
け
が
で
き
る
専
門

的
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
「
認
知

症
看
護
認
定
看
護
師
」
で
す
。

　
認
定
看
護
師
に
よ
る

専
門
ケ
ア
の
必
要
性

　
「
認
知
症
看
護

認
定
看
護
師
」
と

は
、
認
知
症
の
方

と
そ
の
家
族
の
支

援
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
と
技
術

を
も
っ
て
、
質
の

高
い
看
護
を
実
践

　

難
聴
や
耳
閉
感
、
耳
鳴
り
と
い
っ
た
「
耳
」
の
症
状
の
ほ
か
、
め
ま
い
や

嘔
気
、顔
面
の
麻
痺
な
ど
も
「
耳
」
に
係
る
疾
患
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
耳

じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
自
己
判
断
せ
ず
、耳
鼻
科
へ
早
め
の
受
診
も
大
切
で
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
、
意
識
せ
ず

と
も
機
能
し
て
い
る
身
体
の
器

官
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
毎
日
当
た
り
前
の

よ
う
に
使
っ
て
い
る
耳
や
鼻
、

目
、
口
な
ど
に
突
然
問
題
が
起

き
る
と
、
誰
で
も
慌
て
て
し
ま

う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、「
聞
こ
え
」
や
「
め

ま
い
」、「
顔
の
動
き
」
な
ど
の

　

年
齢
に
比
例
し
発
生
率
が
高
く
な
る
「
難
聴
」。
放
置
は
う
つ
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
、
正
し
い
補
聴
器
の
使
用
が
大
切
で
す
。
今
回
は
ふ
れ
あ

い
医
学
講
座「
耳
と
聞
こ
え
の
勉
強
会
」（
４
月
開
催
）の
講
師
を
務
め
た
茅
ヶ

崎
中
央
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
石
田
克
紀
副
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
自
立
を
支
援

し
、
家
庭
へ
の
復
帰
を
目
指
す
介
護
老
人
保
健
施

設
「
ふ
れ
あ
い
の
渚
」
に
は
、
認
知
症
ケ
ア
の
専

門
的
な
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
看
護
課
長

を
務
め
る
風
祭
明
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

―
―
―
現
代
社
会
と「
難
聴
」

に
は
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
？

　
「
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
日

本
で
は
、
高
齢
者
の
認
知
機
能

の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、『
難
聴
』
と
『
認
知

症
』・『
う
つ
病
』
の
関
係
に
つ

い
て
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
『
難

聴
』
の
発
生
率
が
高
く
な
り
、

60
歳
以
上
で
30
％
、
70
歳
以
上

で
60
～
70
％
が
『
難
聴
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」

　

―
―
―
困
っ
た
こ
と
に
「
歳

だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
放
置
し

て
い
る
方
は
多
い
よ
う
で
す
。

　
「
高
齢
者
の
『
難
聴
』
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
社
会

か
ら
孤
立
し
た
り
、
自
己
否
定

や
う
つ
、
人
格
変
化
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
日
常
生
活
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
質
や
内
容
）
も
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
」

　

―
―
―
高
齢
者
の
難
聴
は

「
感
音
難
聴
」
が
多
い
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
。

　

―
―
―「『
感
音
難
聴
』と
は
、

加
齢
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
っ

て
内
耳
や
脳
の
聴
神
経
に
障
害

ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

と
な
り
、そ
の
方
を
よ
く
知
り
、

そ
の
方
の
『
こ
こ
ろ
』
を
理
解

し
た
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
『
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
』
が
他
ス
タ
ッ
フ
に
対
す

る
指
導
や
相
談
に
対
応
し
、
施

設
全
体
の
〝
ケ
ア
力
〟
向
上
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
や
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

Ｑ
．
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

に
手
厚
い
施
設
な
の
で
す
ね
。

　

Ａ
．「
当
施
設
の
２
階
で
は
、

開
設
当
初
か
ら
認
知
症
の
方
を

専
門
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
生
活
上
の
困

難
を
感
じ
る
際
、
多
く
の
場
合

参加無料

諸
症
状
を
挙
げ
、
そ
の
原
因
や

対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

耳
鳴
り
…
突
発
性
難
聴

　
「
あ
る
日
突
然
、
音
が
聞
こ

え
に
く
く
な
っ
た
」「
耳
が
詰

ま
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
」「
耳

鳴
り
が
止
ま
な
い
」
な
ど
と

い
っ
た
難
聴
や
耳
閉
感
、
耳
鳴

り
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、

な
か
な
か
治
ら
な
い
場
合
は
、

『
突
発
性
難
聴
』
の
疑
い
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
『
突
発
性
難
聴
』
は
、

連
日
の
睡
眠
不
足
や
強
い
ス
ト

レ
ス
が
契
機
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
発
症
早
期
に
治
療
が

が
起
き
、
音
が
伝
わ
り
に
く
く

な
る
難
聴
で
す
。一
般
的
に
は
、

薬
や
手
術
で
は
治
り
ま
せ
ん
。

　

日
常
会
話
を
聞
き
取
り
、
大

き
す
ぎ
な
い
必
要
最
低
限
の
音

量
を
耳
に
届
け
る
た
め
に
補
聴

器
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
障

害
の
あ
る
内
耳
や
聴
神
経
を
通

し
て
脳
の
中
枢（
言
語
聴
覚
野
）

に
伝
わ
る
た
め
、
そ
の
補
聴
器

に
慣
れ
る
ま
で
、
微
調
整
を
加

え
な
が
ら
実
際
に
は
最
低
３
カ

月
間
は
〝
慣
ら
し
運
転
〟
を
要

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
だ
け
で
な
く
補
聴
器
の

心
配
事
な
ど
も
、
お
気
軽
に
当

院
へ
ご
相
談
下
さ
い
」。

　

―
―
―
お
話
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
取
材
協
力
／
茅
ヶ
崎
中
央
病

院
（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
―
２

―
３
）
☎
０
４
６
７
―
８
６
―

６
５
３
０　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://www.fureai-g.
or.jp/chu/

す
る
だ
け
で
な
く
、
看
護
・
介

護
職
へ
の
指
導
や
ケ
ア
に
関
す

る
相
談
に
も
対
応
で
き
る
看
護

師
で
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
が
急
増
す
る

中
、
看
護
・
介
護
の
質
と
、
成

果
を
向
上
す
る
た
め
に
も
各
保

健
医
療
機
関
に
お
け
る
「
認
知

症
看
護
認
定
看
護
師
」
の
必
要

性
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

湘
南
エ
リ
ア
の
高
齢
者
施
設

「
ふ
れ
あ
い
の
渚
」
の
よ
う
に
、

「
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
」

が
在
籍
し
ケ
ア
環
境
を
整
え
て

い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
現
状
は
す
べ
て
の
高

齢
者
施
設
に
在
籍
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ケ
ア
に
携
わ
る
全
ス
タ
ッ
フ

の
実
践
力
の
向
上
を
目
指
し
、

陰
で
支
え
る
認
定
看
護
師
の
活

躍
の
場
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

参加無料

で
き
れ
ば
回
復
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
発
症
か
ら
時
間
が

経
ち
治
療
が
遅
く
な
る
と
治
り

ま
せ
ん
。

　

め
ま
い
…
外
リ
ン
パ
漏

　

鼻
を
強
く
か
ん
だ
後
や
、
耳

掃
除
で
耳
か
き
が
奥
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
直
後
か
ら
、
激
し
い

「
め
ま
い
」「
嘔
気
」「
難
聴
」

が
出
現
し
た
、
と
い
う
と
き
は

耳
に
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

中
耳
と
内
耳
の
間
の
薄
い

〝
窓
〟
が
破
れ
、
奥
の
リ
ン
パ

液
が
漏
れ
出
し
て
い
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
早
期

意
外
と
多
い
「
耳
」
の
病
気

難
聴
・
め
ま
い
・
顔
面
の
麻
痺

　
　
　
　
　
　
耳
鼻
科
へ
早
期
受
診
を

今
、
補
聴
器
は
「
無
い
方
が
マ
シ
」
か
ら
「
無
く
て
は
な
ら
な
い
モ
ノ
」
に

感
音
難
聴
に
大
切
な
補
聴
器
の
知
識

茅
ヶ
崎
中
央
病
院
　
石
田 

克
紀 

副
院
長

石田 克紀　副院長
( いしだ　かつのり )

茅ヶ崎中央病院
【耳鼻咽喉科】

認
知
症
の
〝
専
門
家
”

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

の
役
割 

開
設
時
か
ら
認
知
症
の
方
も
専
門
的
に
対
応

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
大
切
に　
　

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
の
渚
（
介
護
老
人
保
健
施
設
） 

医学講座６月2７日（火）14：00 ～ 15：00 

湘南さくら病院　リハビリテーション科  嶋木 貴章  作業療法士

つながるコミュニケーション ～話す・聞くテクニックのお話し～
　ご家族やご友人が認知症などを患
い、「話がつながらない」といった経
験をお持ちの方は多いと思います。
超高齢化社会をよりよく過ごすため
に必要な「つながる」コミュニケー
ションについてお話しします。

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅

文教大学

湘南さくら病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅または湘南台駅から神奈中バス

「文教大学」行き終点下車で徒歩８分 会場：湘南さくら病院 １階 作業療法室
茅ヶ崎市下寺尾 1833　お問合せ ☎ 0467-54-2255（総務課）

 ◇次回の予告
７月下旬に開催（予定）

医学講座６月２０日（火）15：00 ～ 

茅ヶ崎中央病院　臨床工学科主任  松本 玲華 臨床工学技士

ＡＥＤを使えるようになろう！～いざというとき どうする！？～
　駅やデパートでみかける「ＡＥＤ」。
いざという時に使える自信はありま
すか？手順を覚えれば誰でも使えま
す。ＡＥＤ実機を使用して講習する

“覚えて損はない”内容ですので、是
非ご参加下さい。

 ◇次回の予告
7/25 山田院長代行「びっくりポンでは腫瘍マーカーが泣く」
会場：湘南ふれあいの園 ２階 ラウンジ
茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3　お問合せ ☎ 0467-86-6530（茅ヶ崎中央病院）

JR茅ケ崎駅
北口

茅ヶ崎
市役所

茅ヶ崎
中央病院

湘南ふれあいの園

■ 交通のご案内
 JR茅ケ崎駅北口より徒歩５分

の
治
療
が
必
要
で
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
緊
急
手
術
を
要
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
含
み
困
難
…
顔
面
神
経
麻
痺

　
「
目
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
」「
口
に
含
ん
だ
水
が
漏

れ
る
」
な
ど
の
症
状
は
、
主
に

『
ヘ
ル
ペ
ス
』
や
『
帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
』
に
よ
っ
て
顔
の
筋

肉
が
麻
痺
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
『
顔
面
神
経
麻
痺
』

と
い
う
病
気
で
、
骨
を
壊
す
真

珠
腫
性
中
耳
炎
や
内
耳
の
腫
瘍

が
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
耳
鼻
科
で
診
察
し

て
も
ら
う
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。

　

こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
意
外
と
耳
の
病
気
が
関
連

し
て
い
ま
す
。耳
は
も
ち
ろ
ん
、

耳
以
外
で
も
目
や
鼻
、
顔
に
何

ら
か
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、

耳
と
の
関
連
性
を
疑
い
、
耳
鼻

科
へ
の
早
め
の
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

意
外
な
症
状
も
耳
に
関
係
す
る
か
も

非 ケアマネージャー・医療事務
定期バス運転手・調理補助

丁寧な指導で未経験・
　ブランク有の方も安心

茅ヶ崎駅

医療法人社団
康 心 会 茅ヶ崎新北陵病院
〒 253-0007 茅ヶ崎市行谷 583-1  （担当：馬場） 

☎ 0467-53-4111（代表）

【職種】①ケアマネージャー
　　　  ②医療事務　
　　　  ③定期バス運転手  
           ④調理補助

【給与】 （月給例は、経験１０年）

　① 271,100 円 　② 198,500 円
   ③ 時給 大型   1,200 円 
   ④ 時給 950 円
　※ ①要資格 ③要大型免許④シフト制
★車通勤可（無料駐車場あり）、無料送迎バスあり、
非常勤は曜日・勤務時間応相談

正 非
非

臨床検査技師正

茅ヶ崎駅から徒歩 5分の
駅近病院で通勤便利！

茅ヶ崎駅

医療法人社団
康 心 会 茅ヶ崎中央 病 院
〒 253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3
 ☎ 0467-86-6530 検査科（神山）

【職種】臨床検査技師
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　     260,700 円 

★非常勤は勤務日数、勤務時間応相談

看護補助：夜勤 1 回 17,000 円

新病院開設に伴い、スタッフ大募集中！

伊 豆
稲取駅

★職員寮・院内保育所有ります！ ★非常勤での夜
勤専従等、多様な勤務内容も可能です。★釣り・ダ
イビング・ツーリングなど趣味を満喫し、仕事も充
実したい方に最適な職場です

看護師・
看護補助・薬剤師

【職種】①看護師　②看護補助
　　　 ③薬剤師 

【給与】（月給例は、経験１０年）
① 355,700 円 時給  1,500 円～
　　　 夜勤（1 回）24,000 円～
②介護福祉士　 時給  1,300 円
　介護士         時給   1,200 円
③ 282,400 円 
　 時給　2,000 円～ 2,500 円　

非 伊 豆
稲取駅

PT/OT/ST
医療事務・視能訓練士

【職種】 ④ PT/OT/ST ⑤医療事務
　　　 ⑥視能訓練士

【給与】（月給例は、経験１０年）
④ 309,700 円
　           PT/OT 時給 1,600 円～
　           ST 時給       1,400 円～
⑤ 198,500 円　時給   950 円～
⑥ 268,900 円　時給 1,500 円

新病院開設に伴い、スタッフ大募集中！

正 非 正 非

康心会伊豆東部病院
〒 413-0411 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取 17-2 
☎ 0557-95-1151 問い合わせ：総務課（福田）

康心会伊豆東部病院
〒 413-0411 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取 17-2 
☎ 0557-95-1151 問い合わせ：総務課（福田）

非 介護福祉士・
介護士・事務職正 非

充実の職場環境であなたを
お待ちしております！

茅ヶ崎駅

医療法人社団康心会
介護老人保健施設 ふれあいの渚
〒 253-0073 茅ケ崎市中島 1220
 ☎ 0467-84-6650

①有資格者　③要普通免許　車通勤可能
　非常勤は曜日・勤務時間応相談
　茅ヶ崎駅より無料シャトルバス利用可

担当：
総務課（稲垣）

★職員寮・院内保育所有ります！ ★非常勤での夜
勤専従等、多様な勤務内容も可能です。★釣り・ダ
イビング・ツーリングなど趣味を満喫し、仕事も充
実したい方に最適な職場です

【職種】①介護福祉士
          ②介護士　③事務職

【給与】　（月給例は、経験１０年）
① 256,700 円
   時給 1,300 円 夜勤 20,000 円
②時給 1,200 円 夜勤 18,500 円 
③ 244,500 円 

「
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
」
と
し
て
『
ふ
れ
あ
い

の
渚
』
で
専
門
的
な
ケ
ア
を
行
う
新
倉
健
太
郎
さ
ん

明
る
い
雰
囲
気
も
評
判
の
同
施
設


